
 

 

 

【主な設問別結果】 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○文の中で既習の漢字を正しく使うこと（問１三(1)）、文章を読んで理解したことに基づいて、自分

の考えをまとめること（問２四）がよくできている。 

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること（問１一）、敬語の理解（３三）に課題

が見られる。 

【質問紙調査から分かったこと】 

 

  

小学校 中央値

国語 14問中 知・技 話・聞 書く 読む

府中市 69 10 70.9 72.7 29.1 73.2

東京都 69 10 71.6 73.5 28.9 73.2

全国 67.2 10 68.9 72.6 26.7 71.2

学習指導要領の領域別平均正答率(%)平均
正答率
（％）

知
・
技

話
・
聞

書
く

読
む

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

１
一

米作りのときに記録していた
【カード②】と【カード
③】の下線部の関係として適
切なものを選択する

原因と結果など情報と情報
との関係について理解して
いるかどうかをみる

○ 67.4 68.2 64.7 4.3 2.8 1.8

１
三
(１)
ア

【川村さんの文章】の下線部
アを、漢字を使って
書き直す（いがい）

学年別漢字配当表に示され
ている漢字を文の中で正し
く使うことができるかどう
かをみる

○ 57.1 56.7 52.8 4.9 5.2 4.8

２
四

資料を読み、運動と食事の両
方について分かったことをも
とに、自分ができそうなこと
をまとめて書く

文章を読んで理解したこと
に基づいて、自分の考えを
まとめることができるかど
うかをみる

○ 57.6 56.8 56.2 8.9 10.8 8.5

３
三

敬語の使い方をまとめた【谷
さんのノートの一部】の空欄
に入る内容として適切なもの
を選択する

日常よく使われる敬語を理
解しているかどうかをみる

○ 58.3 60.2 57.6 16.5 12.4 9.5

正答率(％) 無解答率(％)問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容

(質問紙調査から) 

 読書は好きで

すか。 

市・国語

平均正答率

当てはまる 44.4 73.6
どちらかといえば

当てはまる 29.1 67.1
どちらかといえば

当てはまらない 16.8 66.0

当てはまらない 9.6 57.1

市・児童数
の割合 「読書が好き」について、全体の７３.５％の児童

が肯定的な回答をしており、肯定的な回答をしてい

る児童ほど平均正答率が高い傾向にある。このこと

は、国語だけでなく算数においても、同様の傾向が

見られる。朝読書や読み聞かせなど、日常的に読書

に親しむような機会を多く作ることが、学力の向上

に結びついていることが分かる。 

R4
小学校

平均

国語 正答率

府中市 69

東京都 69

全国 65.6



 

 

 

【主な設問別結果】 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○ 一の位が０の二つの２位数についての情報の計算（問１（４））や、「以上」の意味を理解し示された

表から必要な数を読み取ることがよくできている。（問４(2)） 

△台形の意味や性質への理解（問２(１)）や、図形を構成する要素などに着目し、基本的な図形の面積

の求め方から面積の大小を判断して、その判断の理由を表現すること（問２(４)）に課題が見られる。 

【質問紙調査から分かったこと】 

  

小学校 中央値

算数 16問中 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用

府中市 66 11 71.0 51.8 76.1 69.0

東京都 67 11 71.0 54.8 75.8 67.3

全国 62.5 11 67.3 48.2 70.9 65.5

平均
正答率
（％）

学習指導要領の領域別平均正答率（％）

数
と
計
算

図
形

測
定

変
化
と
関
係

デ
ー

タ
の
活
用

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

１
(４)

○ 83.3 82.5 80.8 0.7 1.3 1.2

２
(１)

○ 58.2 65.0 59.8 0.9 0.9 0.7

２
(４)

○ 26.0 29.5 20.8 3.0 4.6 4.0

４
(２)

○ ○ 80.9 78.6 75.7 3.4 5.0 4.3
運動カードから、運動した時
間の合計が３０分以上である
日数を求める

「以上」の意味を理解し、示さ
れた表から必要な数を読み取る
ことができるかどうかをみる

テープを直線で切ってできた
二つの三角形の面積の大小に
ついて分かることを選び、選
んだわけを書く

高さが等しい三角形について、
底辺と面積の関係を基に面積の
大小を判断し、その理由を言葉
や数を用いて記述できるかどう
かをみる

全部の椅子の数を求めるため
に、５０×４０を計算する

一の位が０の二つの２位数につ
いて、乗法の計算をすることが
できるかどうかをみる

テープを２本の直線で切って
できた四角形の名前と、その
四角形の特徴を選ぶ

台形の意味や性質について理解
しているかどうかをみる

正答率(％) 無解答率(％)

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

「学習した内容について、分かった点や、よく分から

なかった点を見直し、次の学習につなげることができ

ていますか」について、全体の７５.２％の児童が肯定

的な回答をしており、肯定的な回答をしている児童ほ

ど平均正答率が高い傾向がある。児童が学習を振り返

って自身の理解の状況を把握し、学習改善につなげる

ことができる資質・能力を育むように指導していくこ

とが重要であることが分かる。 

(質問紙調査から) 
 学習した内容

について、分か

った点や、よく

分からなかった

点を見直し、次

の学習につなげ

ることができて

いますか 

市・算数

平均正答率

当てはまる 30.7 73.4
どちらかといえば

当てはまる 44.5 66.6
どちらかといえば

当てはまらない 19.7 59.3

当てはまらない 4.7 53.1

市・児童数
の割合

R4
小学校

平均

算数 正答率

府中市 67

東京都 67

全国 63.2



 

 

 

【主な設問別結果】 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○文章を読んで理解したことなどを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること

（問２四）や、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと（問３四）が、よ

くできている。 

△意見と根拠など情報と情報との関係について理解していること（問１二）や歴史的仮名遣いを現代仮

名遣いに直して読むこと（問４一）に課題が見られる。 

【質問紙調査から分かったこと】 

  

中学校 中央値

国語 15問中 知・技 話・聞 書く 読む

府中市 73 12 70.5 85.6 69.5 70.4

東京都 72 12 70.1 84.4 66.8 67.2

全国 69.8 11 69.4 82.2 63.2 63.7

学習指導要領の領域別平均正答率（％）平均
正答率
（％）

知
・
技

話
・
聞

書
く

読
む

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

１
二

インターネットの記事を読んで
気付いた点として適切なものを
選択する

意見と根拠など情報と情報と
の関係について理解している
かどうかをみる

○ 64.6 66.0 65.1 0.1 0.2 0.2

２
四

自分がこれからどのように本を
読んでいきたいかについて、読
んだ文章を参考にして、知識や
経験に触れながら書く

文章を読んで理解したことな
どを知識や経験と結び付け、
自分の考えを広げたり深めた
りすることができるかどうか
をみる

○ ○ 74.1 69.7 67.5 1.9 3.5 3.9

３
四

「『判じ絵』の解読の面白さ」
と見出しを付けた部分に具体例
として示す「判じ絵」を選択
し、その解読の仕方を書く

自分の考えが伝わる文章にな
るように、根拠を明確にして
書くことができるかどうかを
みる

○ 77.7 74.7 72.1 7.8 9.5 10.2

４
一

歴史的仮名遣いを現代仮名遣い
に直す（いひける）

歴史的仮名遣いを現代仮名遣
いに直して読むことができる
かどうかをみる

○ 69.6 74.4 82.5 3.4 4.1 3.6

正答率(％) 無解答率(％)問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

(質問紙調査から) 

 読書は好きで

すか 

「読書が好き」について、６６.４％の生徒が肯定的な

回答をしており、肯定的な回答をしている生徒ほど平

均正答率が高い傾向にある。これは、数学や英語にお

いても、同様の傾向が見られる。朝読書や図書の貸し

出しの促進など、日常的に読書に親しむような機会を

多く作ることが、学力の向上に資すると考えられる。 

市・国語

平均正答率

当てはまる 36.1 80.1
どちらかといえば

当てはまる 30.3 73.9
どちらかといえば

当てはまらない 19.9 66.9

当てはまらない 12.2 61.5

市・生徒数
の割合

R4
中学校

平均

国語 正答率

府中市 72

東京都 70

全国 69.0



 

 

 

【主な設問別結果】 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○ 数と整式の情報の計算（問２）や、式の変形やその意味を読み取ったりして事柄が成り立つ理由を説

明すること（問６（２））、四分位範囲の意味の理解（問７(1)）がよくできている。 

△累積度数の意味の理解（問５）に課題が見られた。 

【質問紙調査から分かったこと】 

 

 

 

 

 

 

中学校 中央値

数学 15問中 数と式 図形 関数 資料の活用

府中市 57 9 68.7 41.9 56.6 54.3

東京都 54 8 66.0 39.2 54.3 50.4

全国 51 8 63.0 33.2 51.2 48.5

学習指導要領の領域別平均正答率（％）平均
正答率
（％）

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

２
１２（ｘ／４＋ｙ／６）を計
算する

数と整式の乗法の計算がで
きるかどうかをみる

○ 88.8 85.3 80.5 1.5 2.9 4.0

５

女子５０ｍ自由形の記録の、
最小の階級から２９．００秒
以上３０．００秒未満の階級
までの累積度数を求める

累積度数の意味を理解して
いるかどうかをみる

○ 46.2 46.5 46.1 7.7 10.5 11.0

６
(２)

はじめの数にかける数が２、
たす数が６ならば、計算結果
はいつでも３の倍数になるこ
との説明を完成する

目的に応じて式を変形した
り、その意味を読み取った
りして、事柄が成り立つ理
由を説明することができる
かどうかをみる

○ 66.8 63.2 58.8 5.3 8.7 10.6

７
(１)

１９６１年～１９７５年の四
分位範囲を求める

四分位範囲の意味を理解し
ているかどうかをみる

○ 78.3 68.2 65.7 2.1 5.1 5.6

正答率(％) 無解答率(％)

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

(質問紙調査から) 
 学習した内容

について、分か

った点や、よく

分からなかった

点を見直し、次

の学習につなげ

ることができて

いますか 

「学習した内容について、分かった点や、よく分から

なかった点を見直し、次の学習につなげることができ

ていますか」について、全体の７０.２％の生徒が肯定

的な回答をしており、肯定的な回答をしている生徒ほ

ど平均正答率が高い傾向がある。生徒が学習を振り返

って自身の理解の状況を把握し、学習改善につなげる

ことができる資質・能力を育むように指導していくこ

とが重要であることが分かる。 

市・数学

平均正答率

当てはまる 21.3 66.2
どちらかといえば

当てはまる 48.9 59.2
どちらかといえば

当てはまらない 23.7 49.8

当てはまらない 5.6 42.4

市・生徒数
の割合

R4
中学校

平均

数学 正答率

府中市 58

東京都 54

全国 51.4



 

 

※平均正答率・中央値・問体系識別平均正答率に「話すこと」の結果は含まない。  

 
【主な設問別結果】 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○ 「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という語の働きを理解し、事実と考えを区別し

て読むこと（問５（２））、未来表現の肯定文を正確に書くことができること（問９（１）①）がよく

できている。 

△ 目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ることができること（問２）、聞いたことについて自

分の考えとその理由を話すことができること（話すこと問２）に課題が見られる。 

【質問紙調査から分かったこと】 

 

中学校 中央値

英語 17問中 聞く 読む 書く 話す［やり取り］ 話す［発表］

府中市 55 9 65.9 61.4 32.6 20.2 6.9

東京都 52 9 64.7 57.2 29.6

全国 45.6 7 58.4 51.2 23.4 14.5 4.2

学習指導要領の領域別平均正答率（％）平均
正答率
（％）

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問

府中市
東京都
全国

聞
く

読
む

話
す
［

や
り
取
り
］

話
す
［

発
表
］

書
く

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

２
忘れ物に関する情報を得るため
に自動音声案内を聞き、最も適
切な番号を選択する

日常的な話題について、目的に
応じて英語を聞き、必要な情報
を聞き取ることができるかどう
かをみる

○ 69.3 70.4 61.1 0.2 0.2 0.2

５
(２)

事実や考えが書かれた英文を読
み、考えを表している英文を選
択する

「事実・情報を伝える」と「考
えや意図を伝える」という言語
の働きを理解し、事実と考えを
区別して読むことができるかど
うかをみる

○ 79.4 70.2 64.5 0.3 0.3 0.3

９
(１)
①

与えられた英語を適切な形に変
えたり、不足している語を補っ
たりして、会話が成り立つよう
に英文を完成させる

未来表現（be going to）の肯定
文を正確に書くことができるか
どうかをみる

○ 54.6 48.5 40.4 3.7 5.7 6.6

話す
こと
２

環境問題についてのプレゼン
テーションを聞き、話し手の意
見に対する自分の考えとその理
由を伝える

社会的な話題に関して聞いたこ
とについて、考えとその理由を
話すことができるかどうかをみ
る

○ 6.9 4.2 10.0 18.8

正答率(％) 無解答率(％)

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

(質問紙調査から) 
これまで、学校

の授業やそのため

の学習以外で、日

常的に英語を使う

機会が十分にあり

ましたか 

「これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的

に英語を使う機会が十分にありましたか」について、全体

の３４．３％の生徒が肯定的な回答をしており、肯定的な

回答をした生徒ほど、平均正答率が高くなる傾向が見られ

る。一方で、６４．７％の生徒は、否定的な回答をしてお

り、学校外で生徒が英語を使う機会を創出することで学力

向上につながることが分かる。 

市・英語

平均正答率

当てはまる 13.9 65.7
どちらかといえば

当てはまる 20.4 59.1
どちらかといえば

当てはまらない 26.0 53.6

当てはまらない 38.7 49.2

市・生徒数
の割合

令和４年度は

実施なし 


